
【はじめに】小細胞癌は肺に好発し、泌尿器領域では非常

に稀な組織型である。今回、自然尿中に出現した小細胞癌

を経験したので報告する。

【臨床情報】患者は 80代男性。前立腺癌の既往があり、
PSAが上昇傾向を示した為、当院に紹介受診となった。
初診時には、自然尿検体が細胞診に提出された。

後日、精査目的で行った造影 CTでは多発肝転移・
前立腺腫大及び前立腺から連続する乳頭状の隆起性病変を

膀胱に認めた。その後の膀胱鏡検査で、膀胱頚部・尿道に

多発する腫瘤性病変を認めた。

膀胱鏡検査より約 1か月後の TURBT時には腫瘤が数倍に
増大していた。

【病理所見】

＜細胞診所見＞赤血球や炎症細胞、少量の壊死様物質を

背景に、細胞質に乏しく、N/C比の非常に高い異型細胞が、
木目込み細工様あるいは鋳型配列を呈して出現していた。

核の大きさはリンパ球の 2倍程度で、核の大小不同や
核形不整、著明なクロマチンの増量が見られた。

このような所見から小細胞癌を推定できたが、泌尿器領域

の小細胞癌は稀であり、小型の尿路上皮癌との鑑別を要し

た。

＜組織診所見＞充実胞巣状や索状に増殖する、クロマチン

の増量した裸核状の核を有する異型細胞が採取された。

免疫組織化学染色で異型細胞は、chromograninA(－)、
synaptophysin(weakly＋)、CD56(＋)となり、小細胞癌と診断
された。

【結語】自然尿中に出現する小細胞癌も、肺小細胞癌

（肺神経内分泌腫瘍）と同様の形態を示した。その特徴的

な所見から、小細胞癌と推定することは可能であると考え

る。泌尿器領域での小細胞癌の発生は非常に稀であり、

結果報告の早い細胞診で、臨床側に方向性を示すことは

有用と思われる。
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